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      第一章緒言   第一表
A豊ミ瓢濃鼠応急罧A謀1幽警、2年・年・・底「
1927年L・・d・t・iner・． L・vi・e l・より，家兎を1 実数54 ・5 2。 89
                      1A
人血球で面し篤抗II及び抗N凝集出生  ％4・・5422．・637．・4｝35．32

灘鎌霧1馴∴…曇轄
 以來：装国に蟄ても，諸氏により研究され，その      ％   3．85’13．24＝14．8ユ  8．73

発表は非常に｛多い・          実数 34 24 17 75
私達・・鞠22鞭京好医韓門学校生徒0

唐Q6．，、35．293、．4829．，6
252名に付き，その豊液：型を検査したので・こN

に報告する・                ％・B型26．19％，AB型8．73％，0型29．76

    第臆実験‡網及び実験方法  ％・Hi・szf・1d生物化学的人種系数ま，1。226。

難雌・し徽2年皇130名・3年生齪・4ウ） l」。シ。の算式によると，，一5．斗5，P－2．56

轄54名孟252質血液；tg朶より採り・鑓的q－1．97。
食塩水で略1％の血薫浮違液とし，航四隅は東京大学医
                         ；第二節 MN式血液型三三成績
学部法医学象室芳・ら分与されたものを使用した。

 検査方法1ま，抗甑青一滴と血球浮荷液一子とを，連続  検査成績は第二：表に示した如くで・M型30・16

ホールグラス上｛こ灘し，15．・．30分後1こ室温で肉眼的・％・N型18・65％・MN型51．19％。

に凝集の有薫を検した。             ウエリッシュの算式によると，s＝5．58， t＝ 一

      第三章実験成績    4・41・

    第一節 A．BO式血液型検査炭績      第三節 ABO式血液型に於けるMNの

 検査成績1ま第一表に示した如くで，A型35．32      出現頻度
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第  二  表

試
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 第三表に示した如くである。

      第四章 総括並びに結論

 東京女子医学專門学校生徒252名につきlABO

式及びMN式血液型を検査し，次の威績を得た。

 （1）．総計252名のABO式血液型の分布は，

0型75者（29．76％），A型89名（35．32％）J．

B型66名（26．19％），AB型』22名（8．73％），

人種回数1．22。Pは2．56， qは1．97， rは5．45。

二等は略從來の日本人検査成績忙一致する。

 （豆）総計252名のMN式血液型の分痛は，

M型76名（30．16％），N型47名（18 ．65％），＊

表
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             ／
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    1一．v－1
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Pi
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5 ・ 9， 24
  ” Il一一＋Lfi．

  3．57 9．52，

  21 30
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撃獅

 8e33’ 15・07

難梅・85i・5・・3… 57．30！28．78i 7．59’ 63．63 36．36 22．72
46：一?1．R’2一・o ’i’2s．o ，1’一〇．o

＊MN型29名・（51．19％）， sは5．・58， tは4・41。

三等も二二の日本人検査成績に略一致する。

 （皿）ABO式血液型に於けるM及びNの
出瑞頻度は私記の成績で摩MはAB及び0型
では約1／3を占め，A及びB』では1／1強を占め

ている。叉NはB型では僅に7．59％で最：も

少く，Aには15．73％， ABには22．72％，0に

は・28％であった。MNはA及びBでは60％

内外，AB及び0では40％内外であった。 M

及びN凝集原を証明されない血球は一例も見な

かった。

 （御懇篤な御指i導御校閲を賜はつた吉成助敏授に感謝

を捧げる。）
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